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1 はじめに

高速ネットワーク回線の普及と小型ネットワー
クカメラの設置が容易になってきたことにより、犯
罪防止などの用途に限らず、一般家庭やチェーン
店などの中で、ペットの見守りや店員の監督など、
多様なニーズに合わせた、カメラによる監視行為
が比較的容易に可能な社会となってきた。そのよ
うな中で、リアルタイムの映像によって離れた場
所同士でも相手側の状況や背景を汲み取ることが
できるようなシステムが多数提案されており、今
後も映像を利用したアプリケーションが一般レベ
ルの中にも普及していくことが期待される。
しかし、映像を日常的なコミュニケーションの

手段として使う際に問題点が発生する。第一に、
監視という言葉の通りに、自分の挙動が常に記録
されていることは、たとえ見知った人間が見るの
だとしても抵抗があるので、映像に写る人間のプ
ライバシーを考慮する必要がでてくる [1, 3]。第二
に、リアルタイムな映像のやりとりでは、相手側
の映像自体を長時間じっと観察しておくか貯めら
れた映像を見返してみるなどをしなければ、それ
までの状況を経た現在の状況を把握することがで
きない。そのため、時間軸の操作によって場の状
況の時間的な俯瞰が可能になる表現が求められる
[2, 4]。
本稿では、ネットワークカメラから毎分取得さ

れる時空間画像 30分間分をアルファブレンディン
グにより重ね、さらにその場のイベント発生に合
わせたフィルタリング処理を施した映像として合
成することで、プライバシーに配慮しつつ、離れ
た空間の時間軸を含めた状況の共有による多様な
アウェアネスを生むためのシステム SpaceTracer
を提案する。静止画を重ね合わせることで、人物
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の顔のような細かいものは見えなくなるが、その
場の様子は多分に伝えることができ、またある程
度の時間分を圧縮して一枚で表示することで、そ
の時間分の状況を一目で確認することができる。

2 SpaceTracer

SpaceTracer のシステム構成を図 1 に示す。
SpaceTracerの使用するカメラはネットワークか
らの接続可能なカメラであり、カメラの近くにあ
るサーバーに画像が毎分記録される。記録された
画像のパスとタイムスタンプがデータベースに記
録され、その場で起こったイベントを別テーブル
でタイムスタンプによって管理する。登録された画
像を表示するクライアントは Javaで作成した。ク
ライアントは相手側のWWWサーバー上の Java
サーブレットにアクセスし、30分間の静止画と、
その間に起こったイベントを取得する。カメラか
ら取得された画像が 30分間分アルファブレンディ
ングされ、映像を見る側はその 30分間にカメラ
側でなにが起こっているかを一目で知ることがで
きる。
カメラの設置されている場所がオフィスのよう

な室内の場合、人の顔は見えないが、知っている
人物ならばそれが誰か推測がつく。よって誰が在
席していて誰が不在であるか、そしてミーティン
グ中なのか各自で作業をしているのか等の状況的
なことだけが伝わる。また、屋外の場合、人物の
顔などは映らないので通行人のプライバシーは守
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図 1: システム構成



られ、かつ、人通りや車の量など、その街のぼや
けた様子だけを伝えることができる。
クライアントの映像は 30分分を圧縮して表示さ

れるので、その間の人の出入り、忙しさの程度な
ど、その空間で起きている「流れ」を一目で知覚す
ることができる。また、クライアントは時間軸の
操作をすることができ、最新の 30分だけでなく、
最新の一時間分や、その日の午前 11時から 30分
間の状況などを得ることができる。さらに写る側
で発生したイベントを取得することで、インスタ
ントメッセンジャーの状態変化や自分のステータ
スの記述で伝えられるような具体的な情報も得る
ことができ、ユーザーの何かしらのイベントが起
こった際のその場の状況などを時間をさかのぼっ
て閲覧することができる。

3 運用実験

CET05（http://www.centraleasttokyo.com/）
という会場が神田近辺の街中に点在したアートイ
ベントにおいて、提案手法の有効性を確認するた
めに、街の様子と展示会場の様子を撮影し展示し
た。(図 2)イベント会場の各所にネットワークカ
メラを設置して毎分ごとの静止画を貯蔵した。そ
して”カメラバー”と名付けられたバーにおいて、
液晶ディスプレイ画面を埋め込んだテーブルを展
示会場分だけ設営し、各所の最新の 30分間の静
止画をアルファブレンディングで合成した映像を
映し出した。それによって来場者が各会場の雰囲
気を察知し、各場所に対する興味がどのように変
化するかを観察した。
カメラで撮影した対象として、複数の展示会場

内の様子を 5箇所と屋外の街の様子 1箇所を設定し
た。展示会場の場合、人物の顔までは見えないが、
その場にいる人間の数が一目でわかり、その場の
今の賑わいが伝わる。屋外の場合、車の量や人通
りの量が伝わり、風景としての魅力が大きかった。
本実験の展示会場を訪れた来訪者の反応として

は、行ったことのない場所よりも行ったことのあ
る場所にまず興味を示した。また、写っているのが
知人の場合エフェクトがかかっていてもそれが誰
だか判断することができ、それらしき人物が写っ
ていると注目し、その対象人物のささいな仕草な
どに注目していた。

図 2: CET05でのカメラバー

4 考察と今後の課題

本稿ではネットワークカメラから取得される時
空間画像をアルファブレンディングによって合成
した映像として表示することで、プライバシーに
配慮したコンテキスト共有を実現するシステムの
提案を行った。静止画の重ねあわせによる描画が、
写る人物のプライバシーを守り、同時にある程度
の時間分の状況を圧縮して表現することに有効で
あることがわかった。しかし、起きたイベントの
前後関係や、写る側の意図的なメッセージを伝え
ることまでには至っていない。
そこで、写る側のイベントを取得して、それに

応じたフィルタリング処理を行うことを検討した。
画像による状況認知は豊富な伝達情報を持つが、そ
れでもユーザーのステータスのような、ユーザー
が意図的に伝えたい状況を判断するのは難しい。
写る側の意図的な操作で描画される映像のエフェ
クトが変わるか、画像以外の情報を付記できる工
夫が必要だと思われた。しかし、状況によるエフェ
クト変化というものは、その状況とエフェクトの
種類の関連付けが難しく、今後とも調査・検討し
ていく必要がある。
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